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香山さんは、商談など輸出に関する仕事でアメ
リカ・イギリス・マカオなど多くの国を訪れてお
られます。それらの体験を通して学んだ英語の大
切さや魅力について話していただきました。

高３の夏休み、ホームステイでオーストラリア
へ行った。その時は、話したいことが話せなか
った。なかまに入れなくて、悔しくさみしい思
いをした。話せるようになりたいと思った。英
語が使えるようになると、言葉の先にある気持
ちを理解できるようなる。地球上の約３分の１
の国が、英語を共通語としている。多くの国々の
人とコミュニケーションがとれるようになる。
さらに、他国の文化や歴史にふれることができ
るようになる。食文化の大きな違いも分かる。

英語の雰囲気が好き。勉強と思わずに、楽しん
で学ぶ工夫をしてほしい。できるだけ、英語で話
してみることが大切。夢を持って頑張ってほしい。
※最後の質問・感想発表コーナーでは、多くの
児童が活躍してくれました。香山さんは、東っ
子のコメント力の高さに驚いておられました。

９月２８日（水）第４回GC養成講座を実施し
ました。GCとは、Global Communicator（グ
ローバル・コミュニケーター）の略で、本校で
は、次のように定義づけています。「ＧＣ＝ふる
さとのよさを大切にし、地球的規模で物事を捉
え行動しながら、豊かな対話力を基盤に、協働
的課題解決を図ることができる人」
第４回目の講師は、（有）コウヤマの営業部海

外事業担当、香山佳奈さんです。演題は、「英語
で広がる世界」でした。益城町にある香山さん
の自宅は、今回の熊本地震で全壊となりました。
いきなり団子等の商品を製造する工場も、かな
りの被害を受けました。現在では、商品の出荷
も再開し、少しずつ復興しているとのことでした。


